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ABSTRACT
The characteristics and species identity of vegetation of three marshes, Fujiganaru, Kugui and Sayama, 
located in southern Okayama Prefecture in southwestern Japan, were surveyed in 2004 to assess the 
condition and to assess the need for the conservation of these areas. Vegetation survey data were 
combined with aerial photographs of the surrounding area over the last forty years. Findings revealed 
that Fujiganaru Marsh has become increasingly dry over time. This was manifested by the replacement 
of low herbaceous plants by taller herbaceous plants, as this is indicative of a marsh environment 
under wet and low-nutrient conditions, which have kept a marsh same situation against succession. 
As secondary forests have developed in the areas surrounding the marsh over the last forty years after 
a forest fire that occurred in 1950, the area of the marsh has become narrow and community types 
have decreased. The areas surrounding this marsh should be afforested with indigenous pine forest 
or summer-green forests, which can be supported by the sufficient and constant water supply. On 
the other hand, Kugui and Sayama marsh located along the Seto Inland Sea have remain dominated 
by low herbaceous plants under the low-nutrient condition. In particular, the area of Kugui Marsh 
has been become wider than before a forest fire that occurred in 2002. This result shows that the 
hydrophytes can continue to dominate the marsh as long as the area surrounding the marsh is covered 
with pine forest or grassland, which have lower water requirements.
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はじめに

　県内の自然環境や生物多様性の現況及びその変
化の状況を把握し，自然環境保全対策の基礎情報
を収集する目的で，「自然環境保全調査」事業と
して，平成14年度から湿原を対象に調査を進め

た。平成14年度には蒜山地域の湿原（内海乢湿原・
蛇ヶ乢湿原・東湿原）を，また平成15年度には県
北部で比較的良好な状態が維持されていると考え
られている２つの地域の湿原（岡山県立森林公園
内の湿原と細池湿原）を取り上げて，それぞれ植
生調査を実施し，この地域の湿原が過去40年間で
どのように変化してきたのかについて考察し，乾
燥化が進行する湿原に対する保全対策についての連絡先：fvbs5491@mb.infoweb.ne.jp
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提言を行った（西本，2006，2007）。対象となっ
た湿原はいずれも約20年前に同じ県の事業とし
て調査が計画・実施されて報告書が作成されてい
たことから，同じ湿原を再度訪れて現状調査を実
施するとともに，過去の結果や資料などをもとに
して湿原の変遷について考察した。その結果，い
ずれの湿原とも良好な部分は残されているもの
の，湿原の状態が以前と比較して明らかに悪化し
てきていることが判明した。
　湿原状態の悪化の原因は，主として湿原の水環
境の悪化であると考えられた。降水量の年変動の
拡大や季節配分の変化が水環境へ影響していた
り，集水域における植林の生長が湿原への流入水
の減少をまねいたり，湿原脇の道路の排水経路が
湿原域からの流出量を増加させたりしたことなど
が考えられる（西本，2006，2007）。特に，蒜山
地域ではかつて広大に広がっていたと考えられる
湿原が，現状では断片的に残されるにすぎず，今
後の存続が危ぶまれる状況にまで追い込まれてい
ることが明らかになった（西本，2006）。同時に，
これらの湿原には特有の希少な植物や植物群落が
含まれており，ここをすみかとする小動物も多く
生息していることから，湿原が失われることによ
る生物多様性の損失は多大であると推測される
とともに，断片化することによる湿原間のネット
ワークも失われるおそれがでてきている。
　鯉が窪湿原での湿原修復作業（波田，2006）
や総社市のひいご池湿原での復元活動（波田，
1997；日本道路公団中国支社・（社）道路緑化保
全協会，2000）の結果，多くの湿生植物が復活す
るようになった。しかしながら，まだ多くの湿原
は保全対策が実施されないまま放置されて，つる
植物が繁茂し森林への遷移が進行しているのが現
状である。良好だと言われている細池湿原でも乾
燥化の影響が認められる状況となっていた（西本，
2007）。さらに，湿原内への立ち入り，盗掘など，
湿生植物が痛められる事態も生じている。県南部
の人里に近い場所にある湿原ではトキソウやサギ
ソウの盗掘跡が各所で見られ，湿生植物の保護・
保全に対する意識の低下も認められる。
　平成16年度には調査対象の湿原を県南部の湿
原に移して，過去に調査報告がおこなわれている
藤ヶ鳴湿原（岡山市）を選んだ。藤ヶ鳴湿原は昭

和61年10月の「自然保護基礎調査報告書－昭和60
年度湖沼・湿地地域生物学術調査結果－」で取り
上げられた湿原であった。また比較のために取り
上げた備前市内の湿原は，小さな湿原が多数ある
場所であるにもかかわらず，これまでに植生調査
が実施された例はなかった。今回の自然環境保全
調査でも，湿原の現状について現地調査と過去の
資料をもとにして明らかにし，前回提出された保
全対策が有効に機能しているのかを検証するとと
もに，新たな対策を策定することを主題としてい
る。
　なお，これまでと同様に，引き続き岡山県自然
保護センターボランティアの協力をいただいて調
査を進めることができた。本論に入るに先立ち現
地調査をお手伝いいただいたボランティアの皆さ
んに感謝の意を表するとともに，現地調査に先
立って行われた現地視察でかつての様子をご指導
くださった青野孝昭，波田善夫両先生および益田
芳樹先生に感謝の意を表する。

調査地域の概要

１．現地調査を行った地域
　調査対象としたのは藤ヶ鳴湿原，久々井湿原お
よび佐山湿原である。調査対象の地理的位置は図
１に，藤ヶ鳴湿原の湿原域とその集水域は図２，
久々井湿原の湿原域とその集水域は図４，佐山湿
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図１．岡山県内の主な湿原（●）と 2004年に調
査した湿原の位置．

　　A：藤ヶ鳴湿原，B：久々井湿原，C：佐山湿原．
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原の湿原域とその集水域は図６に示した。
　調査を実施した範囲は，いずれの湿原とも湿原
域とその集水域である。湿原域は湿原の植物が生
育する部分までとし，集水域はその範囲に降った
雨が等高線を垂直に流れ下ると考えて，直接湿原
にまで流れ込む範囲とした。

（１）藤ヶ鳴湿原
　藤ヶ鳴湿原の概要についてまとめた報告書（波
田，1986）によれば，『藤ヶ鳴湿原は，面積282
ヘクタールの岡山市立少年自然の家の敷地内に
あって，面積は 2.7 ヘクタールを占める，とされ
ており，この地域の中心的自然と位置づけられて
いる。周辺部の丘陵部にはアカマツ林が広がって
いる。湿原の最北東端には流出水路の下方浸食に
よって浸食崖が形成されたために，改修工事が行
われて建造された堰堤がある。利用者は指導下に
ある小中学生であるため，適正な保護管理や利用
が進んでいるが，大量のオオミズゴケが専門業者
によって盗採され，湿原の中流部以上の植物が大
きな被害を受けた。昭和25年４月に発生した山火
事により，周辺の森林は焼失したが，荒廃林地復

旧工事により，調査時には樹齢30～35年生のアカ
マツが生育していた。』なお，波田（1986）には
山火事が起きた年代について，少年自然の家の入
り口に設置された石碑から昭和24年４月とされ
ていたが，実際には昭和25年４月15日に発生して
いたことが，昭和25年４月16日付けの山陽新聞記
事により確認された。
　湿原の周囲は海抜260ｍ前後の緩やかな傾斜の
尾根が連なっており，湿原はこの尾根に囲まれた
海抜220～240ｍの谷底に発達している。湿原の
中部には防火用に造られたため池があり，下流部
の湿原はオオミズゴケが生育する平坦な地形と
なっている。最下流部には砂防用の石積みで造ら
れた堰堤がある。湿原の植生については，波田

（1986）により植生調査が実施された結果，これ
までに 12 の植物群落が報告されている。

（２）久々井湿原
　備前市内には小面積の湿原が多数分布してい
る。これらの湿原は，これまでに岡山県の自然環
境基礎調査では調査の対象となっておらず，また
過去にも調査されていない。備前市周辺の湿原は
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図２．藤ヶ鳴湿原周辺の地形と調査地点図．
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流紋岩地に分布し，それぞれの湿原は谷部や不透
水層が地表面に現れてきた場所に存在するのが特
徴であり，モウセンゴケ，サギソウやトキソウを
はじめとする希少な植物が多数生育する。
　備前市久々井周辺にも湿原が分布しており，今
回調査の対象となった湿原は備前市運動公園の北
側に広がる斜面の一部で認められたものである。
2002年４月に発生した山火事により周辺の斜面
では多くの樹木や草本類が焼失した。その後，住
民のボランティア活動により，焼失して黒こげと
なったまま残っていたアカマツなどの樹木を倒し
て，等高線に沿って並べる作業が行われた。
　この斜面一角には小さな湿原が３ヶ所に分布し
ており，このうち斜面上部の２ヶ所は，不透水層
の表面を被覆していた土砂がしみ出してきた水に
よって少しずつ削られてできた湿原であった。山
火事によって樹木が焼失したことにより，しみ出
してくる水の増加によると思われる新たな削り跡
にできた小さな湿原が何ヶ所かで観察できた。ま
た，斜面下部の湿原は道路に隣接する斜面に分布
している。地権者の話から無断で放置された残土
を撤去した跡地に水がしみ出してきて湿原ができ
あがったものであることが判明した。

（３）佐山湿原
　備前市佐山周辺にも小さな湿原が多数分布して
いる。今回対象とした湿原は，佐山から山越えを
してＪＲ赤穂線の伊部駅に至る林道（通称伊佐林
道）沿いに見られた。古くからの生活道路沿いに
発達した湿原であることから，住民の方々との関
係が深い湿原であったようである。幅がわずか
10ｍ程度で長さが 100ｍ程度の湿原は，４～５人
程度の地権者の所有となっており，道路に面する
幅10ｍ程度の間口で山頂部を頂点とする細長い
三角形状の土地を，それぞれの地権者が所有して
いる状態となっている。
　湿原は道路に沿って細長く，奥行きが広いとこ
ろでもわずか 10ｍ足らずであった。道路を建設

した際にしみ出し水によって斜面が削られた結
果，不透水層が表面に現れてきて成立した湿原で
あると考えられた。トキソウが分布しており，モ
ウセンゴケ，トウカイコモウセンゴケやイシモチ
ソウなどの食虫植物が生育していた。

（４）県南部の湿原
　中国地方における湿原植生の研究は，波田

（1983），Hada（1984）などがある。藤ヶ鳴湿原
の報告書（波田，1986）では，中国地方の湿原植
生の特徴についてまとめられ，岡山県南部の湿原
については次のように解説されている。
　海抜450ｍまでの低海抜地の湿原植生はイヌノ
ハナヒゲ，カモノハシ，スイランなどが特徴的に
出現するイヌノハナヒゲ群集にまとめられる。有
機物の分解が早く，土壌には有機物を含まない。
３つの型に分けられ，沿岸部に発達する型，低海
抜地のミズゴケを含まず広く発達する型，ミズゴ
ケを含む型がある。沿岸部に発達する型はコモウ
センゴケ，ノグサ，マネキシンジュガヤ，トライ
ヌノハナヒゲ，イガクサによって特徴づけられる
群落で，荒廃が著しい火成岩地の斜面に発達する。
ミズゴケを伴わない低海抜地の湿原は，ホザキノ
ミミカキグサ，ミミカキグサ，サギソウ，シロイ
ヌノヒゲが特徴的に出現する群落で，多くは集水
域の狭い谷の源流部に発達する。また，ミズゴケ
を伴う低海抜地の湿原は，シロイヌノヒゲやカリ
マタガヤなどの一年草を欠き，北向きの日照が制
限される場所に成立する。
２．気候と地質
　岡山県の気候メッシュデータ（岡山県，1988）
から読み取った値では，藤ヶ鳴湿原，久々井湿
原及び佐山湿原に対応するメッシュの平均標
高はそれぞれ 25ｍ，33ｍ，151ｍで，年平均気
温が 13.2℃，14.8℃，14.2℃，年平均降水量が
1696mm，1744mm，1761mm であった（表１）。
気温から算出した暖かさの指数（ＷＩ）及び寒
さの指数（ＣＩ）はそれぞれ藤ヶ鳴湿原が 114.2，
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表１．藤ヶ鳴湿原，久々井湿原，佐山湿原の気候．
メッシュ番号
（標高ｍ）

気温 降水量（mm）
年（℃） ＷＩ ＣＩ 年 夏期 冬期

藤ヶ鳴湿原 21-I-10（25） 13.2 114.2 －6.3 1696 459 353
久々井湿原 22-N-17（33） 14.8 129.1 －1.9 1744 492 370
佐山湿原 22-P-14（151） 14.2 123.8 －2.9 1761 498 372
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－6.3，久々井湿原が 129.1，－1.9，佐山湿原が
123.8，－2.9 であり（表１），これらの指数から
判断できる気候帯はいずれも暖温帯である。ま
た，降水量についてはいずれも年間1700mm 前
後で，近傍の気象観測地の資料よりも値が大き
くなっていた。夏期（６～９月）にはそれぞれ
459mm，492mm，498mm，冬期（12～２月）に
は 353mm，370mm,372mm であった（表１）。
　表層地質は，藤ヶ鳴湿原が中生代の花崗岩で，
久々井湿原と佐山湿原は中生代白亜紀の火山岩類
の流紋岩類となっている。

調査方法

　 植 生 調 査 は 植 生 調 査 法（Braun-Blanquet，
1964；Muelller-Dombois & Ellenberg, 1974； 鈴
木ほか，1985）にしたがい，得られた植生資料を
もとに表操作を行って群落組成表を作成した。得
られた群落組成表を前回のものと比較し，群落の
変化について考察した。調査は短期間の限られた
ものであったが，湿原域および集水域ともに極力
出現した植物群落を調査するように努めた。また，
植生図を作成した。湿原域での群落はモザイク状
に入り組んでいたため，植生図では湿原域とのみ
表示した。なお，備前市内の湿原では湿原域と集
水域の境界が明瞭でないところがあり，湿原域と
集水域およびその移行帯の３つの部分とした。集
水域では群落は現地調査や航空写真により特定で
きた範囲までを同一の群落として彩色表示した。
現存植生図は現地調査と航空写真をもとにして，
また，過去の植生図については，現在の植生分布
を参考にしながら航空写真から読み取って推定し
た。なお，使用した航空写真の撮影年は藤ヶ鳴湿
原が 1964年，1985年，2003年，久々井湿原と佐
山湿原が 1962年，1985年，2001年であった。
　現地調査は 2004年に行い，まず現地の状況を
把握し，調査方針を立てるために予備調査を行っ
た後，現地の視察に続いて本調査を次の日程で実
施するとともに，調査資料をもとに調査結果をま
とめ，報告会で報告して調査報告書作成を作成し
た。
　予備調査：６月４日，５日
　現地視察：６月27日
　本 調 査：藤ヶ鳴湿原：８月20日，21日，

　　　　　　　　　　　　９月17日，18日
　　　　　　久々井湿原：９月３日，４日
　　　　　　佐 山 湿 原：10月１日，２日

結果と考察

藤ヶ鳴湿原
１．調査地の概要
　前回の調査報告書（波田，1986）によれば，藤ヶ
鳴湿原の概要は次のように示されている。
　所在地　岡山市少年自然の家の敷地内
　面積　　少年自然の家の敷地面積は 282ha，湿

原面積は約2.7ha
　湿原の特徴
　・湿原域内には，表流水のある池などに発達す

る浮葉植物群落，栄養部の多い立地に発達す
る沼沢地植生および湿原植生の３つのタイ
プがある。

　・湿原植生は，低層湿原（沼沢地）と中間湿原
の中間タイプである。

　・湿原植生はモウセンゴケ，ムラサキミミカキ
グサなどの食虫植物とシロイヌノヒゲ，カリ
マタガヤなどの一年草によって特徴づけら
れる。

　・食虫植物が生育することから，生育立地は貧
栄養であることを示し，一年草が生育するこ
とから，生育立地は不安定であることを示し
ている。

　・地下水位は，降雨時を除いて，地表付近から
－６cm である。

　・湿原の植生は学術的には，ヌマガヤオーダー，
ヌマガヤ－キセルアザミ群団に属する。

　・湿原域には湿性アカマツ林が発達する。
　　湿原周辺の植生
　・昭和25年の山火事後，治山事業によって回復

したアカマツ林である。
　・アカマツの優占する群落で，ソヨゴやコナラ

などが混じり，下層にはコバノミツバツツ
ジ，ヒサカキなどが生育する。

　植物
　・分布上興味ある植物
　　ヒメタヌキモ：それまで岡山県内で知られて

いなかった寒地性の植物。
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２．湿原域の植生
（１）1982年の調査結果
　1982年の報告書では藤ヶ鳴湿原では 12 の植物
群落が報告されている（波田，1986）。このうち
湿原域には特異な群落としてアカマツの優占する
湿性林が認められ，アカマツ－オオミズゴケ群落
として報告されている。この他には湿生植物群落
が９群落，浮葉植物群落が２群落認められている。
　Ａ．浮葉植物群落
　　①ヒツジグサ群落
　　②ヒルムシロ群落
　Ｂ．沼沢地植生
　　③ヤマアゼスゲ群落
　　④チゴザサ優占群落
　　⑤チゴザサ－シロイヌノヒゲ群落
　Ｃ．湿原植生
　　⑥ヤチカワズスゲ群落
　　⑦コイヌノハナヒゲ群落
　　⑧イトイヌノハナヒゲ群落
　　　ａ．典型群
　　　ｂ．マネキシンジュガヤ群
　　　ｃ．イトイヌノヒゲ群
　　⑨イトイヌノヒゲ群落
　　⑩カモノハシ－オオミズゴケ群落
　　⑪イヌツゲ－オオミズゴケ群落
　Ｄ．湿性アカマツ林
　　⑫アカマツ－オオミズゴケ群落

（２）2004年調査の調査結果
　2004年に湿原域及び集水域の植生調査を行っ
て植生調査資料を得た（図２）。現地調査の結果
から，湿原域の上流部や下流部には良好な湿原が
発達しているのが確認された（写真１）。また下
流部から中流部にかけては多量の土砂が堆積し
て，表面には酸化鉄の膜が広がった深いたまりと
その周辺には浅くなった部分に発達した湿原が見
られた（写真２）。最下流のたまりには県南部で
はまれにしか開花しないとされる希少種のヒメタ
ヌキモの開花を確認できた（写真３）。また，下
流部の湿原は同じ角度からの写真を比較して前回
の調査時（1985年）と同様に，良好な貧栄養型の
湿原植生が発達していた（写真４と５）。良好な
湿原ではモウセンゴケが多く生育していたが，そ
れに混じって外来のモウセンゴケ（ナガエモウセ

ンゴケ）が生育していた（写真６）。湿原の辺縁
部ではオオミズゴケを伴った湿性型のアカマツ林
が発達しており，集水域の森林へと続いていた。
前回の報告書と比較して，湿性型のアカマツ林と
フトヒルムシロなどの浮葉植物群落はそれぞれ同
じであったが，湿原植生として確認されていた６
つの植物群落は３つに集約された。

【浮葉植物群落】
　Ａ．ヒツジグサ群落
　Ｂ．フトヒルムシロ群落

【湿原植生】
　Ａ．キセルアザミ群落
　　１）ホタルイ群
　　２）カリマタガヤ群
　　３）ヤチカワズスゲ群　
　Ｂ．ヤマアゼスゲ群落
　Ｃ．イヌツゲ－オオミズゴケ群落

【湿性アカマツ林】
　Ａ．アカマツ－オオミズゴケ群落

【浮葉植物群落】
Ａ．ヒツジグサ群落（表２）
　本群落はヒツジグサが優占することによって特
徴づけられる。
　本群落は，湿原内の小さなたまりにヒツジグサ
が密生している。
Ｂ．フトヒルムシロ群落（表２，写真７）
　本群落はフトヒルムシロの優占によって特徴づ
けられ，ヒツジグサが混生する。
　本群落は湿原の中流部の防火用のため池や最下
流部の池に広く分布している。フトヒルムシロが
優占する他はヒツジグサが混じり，ごくまれにヒ
メタヌキモも見られる。
　ヒツジグサ群落とヒルムシロ群落は波田

（1986）に報告されていたが，今回の調査ではヒ
ルムシロ群落は認められず，フトヒルムシロが優
占する群落が分布していることが確認された。
　波田（1986）ではヒツジグサ群落は上流部の流
路にも分布しているが，土砂の堆積により消失す
るおそれがあると指摘されており，今回の調査で
もわずかながら生育することが確認できたが，消
失の心配は消えていない。
　また，フトヒルムシロ群落は防火用のため池と
下流部の池にも広く分布しており，湿原植生が発
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達する範囲でも水深の深くなった部分でも分布し
ていた。一方ヒツジグサ群落はため池にも生育し
た場合にはフトヒルムシロよりは個体数は少なく
なっており，どちらかといえば湿原の周辺部の小
さなたまりで葉が重なるように密生していた。

【湿原植生】
Ａ．キセルアザミ群落（表２）
　本群落はシロイヌノヒゲ，サギソウ，モウセン
ゴケ，キセルアザミ，コイヌノハナヒゲ，コウガ
イゼキショウ，スイラン，イトイヌノハナヒゲ，
トキソウが優占することで特徴づけられる。
　湿原植生としては良好な群落であり，サギソウ，
トキソウをはじめとして希少な湿生植物が多数生
育する。草丈も低く維持されており，モウセンゴ
ケなどの小型の植物やシロイヌノヒゲなどの一年
草も生育する貧栄養型の植生となっている。
　本群落は湿原の源頭部のわき水が流下する斜面
と湿原下部の流路付近に分布している。いずれも
貧栄養な湧水が流れ，砂質土の不安定な立地に発
達していると考えられる。
　この群落にはホタルイ群とカリマタガヤ群およ
びヤチカワズスゲ群の３つの下位単位が認められ
た。
　ホタルイ群はホタルイ，ヒメシロネ，サワヒヨ
ドリ，ヌマトラノオ，コマツカサススキなどに
よって，カリマタガヤ群はカリマタガヤ，ムラサ
キミミカキグサ，イトイヌノヒゲ，アリノトウグ
サなどによって，また，ヤチカワズスゲ群はヤチ
カワズスゲのみでそれぞれ他の下位単位と区分さ
れた。ホタルイ群にはホタルイやサワヒヨドリの
ように多年草の高茎草本が多く出現するのに対し
て，カリマタガヤ群にはカリマタガヤやイトイヌ
ノヒゲなどのように小形の一年草が生育するのが
特徴となっている。
　波田（1986）では藤ヶ鳴湿原には狭義の湿原植
生として，ヤチカワズスゲ群落，コイヌノハナヒ
ゲ優占群落，イトイヌノハナヒゲ群落，イトイヌ
ノヒゲ群落の４群落を認め，いずれの群落も貧栄
養な湧水のある砂質土の上に成立する群落である
ことが報告されている。波田（1986）が調査を行っ
た時点の藤ヶ鳴湿原では，これらの群落がすみわ
けて分布できるほどであり，貧栄養でしかも土砂
が流動しやすい立地が広範囲にあったものと考え

られる。
　ところが今回の調査ではこれらの群落はすみわ
けることなく，一つの群落としてまとめられた。
調査資料を細かく分析すれば，イトイヌノハナヒ
ゲが優占する群落も認められる可能性はあるが，
群落を区分するだけの区分種や優占種は存在せ
ず，群落の独立性を認めるだけの情報には乏しい
と考えられた。したがって，これまで報告されて
いた貧栄養型の４群落は独立性が失われていると
考えて，カリマタガヤ群という一つの下位単位と
して位置づけた。同時に，これまで認められてい
なかったホタルイやサワギキョウのような多年草
の高茎草本が生育するホタルイ群が認められた。
独立性の欠如や高茎草本群落の存在によって，湿
原内にはかつてのような貧栄養で流動性のある立
地が減少して，比較的富栄養で安定した立地が増
えていると推測された。
Ｂ．ヤマアゼスゲ群落（表２）
　本群落はヤマアゼスゲが優占することによって
特徴づけられ，湿原上流～中流部で小さな池に泥
が貯まってできあがった過湿地に群落を形成して
いた。
　前報告書では本群落は増水期には水没するため
池の岸に発達し，水深が深くなるにつれてヤマア
ゼスゲのみの純群落になるとされており，今回も
同様な立地に成立する純群落として認められた。
Ｃ．イヌツゲ－オオミズゴケ群落（表２）
　本群落は低木のイヌツゲと地表面一面に生育す
るオオミズゴケが優占することで特徴づけられる
群落である。
　低木層にはイヌツゲの他にケネザサ，コバノミ
ツバツツジが優占する。これらの種類は草本層に
も生育しており目立っている。また，チゴザサ，
サワギキョウ，トダシバなどの多年草も見られる
他，ミヤコイバラやヘクソカズラなどのつる植物
も生育している。
　前報告書では本群落の他にカモノハシ－オオミ
ズゴケ群落が認められていたが，本調査ではカモ
ノハシが優占する群落は認められなかった。カ
モノハシ－オオミズゴケ群落はカモノハシにか
わってイヌツゲが優占するようになったために，
本群落に変化したものと考えられる。カモノハシ
も生育していたことから，かつてあった群落の断
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片を知ることができるが，カモノハシ－オオミズ
ゴケの群落の大部分は本群落に含まれたと考えら
れる。
　本群落は湿性アカマツ群落の周辺や湿原の辺縁
部で主に見られた群落である。島状となって飛び
地的に湿原域の中心部にも見られる。

【湿性アカマツ林の植生】
Ａ．アカマツ－オオミズゴケ群落（表２，写真８）
　本群落は高木層から低木層にアカマツが優占し
て，コケ層にオオミズゴケが密生することで特徴
づけられ，集水域と隣接する湿原域の周辺部に分
布する。
　低木層にはウメモドキ，ソヨゴ，ネジキ，アセビ，
ミヤコイバラなどが生育する。ウメモドキやミヤ
コイバラなどの湿原に生育する種を除けば，周辺
部のアカマツやコナラの二次林と共通する種類が
数多く生育している。
　オオミズゴケが密生するような過湿の場所であ
りながら，耐水性のある二次林構成種が生育する
アカマツ優占林が成立していると考えられる。
　本群落は湿原域の上流部から下流部にかけて広
い範囲で分布していた。湿原と森林の境界部分の
湿原側で，平坦地を中心としてアカマツが生育す
るようになって群落として成立したものであり，
集水域から流入した土砂が堆積した過湿地に成立
する群落である。
　本群落はかつてキセルアザミ群落の中に孤立し
て分布していた場所もあったと考えられるが，キ
セルアザミ群落と置き換わって周辺の森林と連続
するようになっている場所が観察された。また，
オオミズゴケが盗掘などにより衰退して草本類や
低木類が生育するようになり，集水域の森林と種
組成を持つ群落に置き換わった林分もあった。
３．集水域の植生

（１）1986年調査結果
Ａ．アカマツ林
　集水域の植生については，難波（1986）はすべ
てがアカマツの優占する森林であると報告してい
る。それによると上層はアカマツの他にソヨゴ，
コナラ，ヤブツバキ，ナナメノキ，ヒサカキが混
じり，下層にはコバノミツバツツジ，ヒサカキ，
イヌツゲなどが多く，アカメガシワ，アセビなど
が多く生育することが報告されている。

（２）2004年調査結果
Ａ．法面植生
Ｂ．植栽
Ｃ．アカマツ群落
Ｄ．コナラ群落
　今回の調査では集水域には周遊道路の付け替え
によって法面が生じたことと，敷地の一部が記念
植樹用として利用されたことから，外部から持ち
込まれた樹種によって，法面緑化と植樹が行われ
ていた。これ以外の部分はかつてのアカマツ林が
マツ枯れによって遷移が加速され，枯死したアカ
マツに代わって亜高木層に優占していたコナラが
高木層を占めるようになっていた。

【法面，植栽地の植生】
Ａ．法面植生　（表３，写真９）
　本群落は新たに造成された法面に，ヤシャブシ
やオオバヤシャブシが植栽されたことによって成
立した群落である。本群落は低木層にヤシャブシ
やオオバヤシャブシが優占しアカマツが混生して
いる。将来的には種子で周辺域から侵入したアカ
マツが優占する群落となるものと考えられる。草
本層にはセイタカアワダチソウやメリケンカルカ
ヤ，ブタナやハリエンジュなどの外来植物が多く
出現している。
Ｂ．植栽（表３）
　本群落はカナメモチやサザンカなどが記念植樹
として植栽された場所に見られた群落である。植
栽された樹木の他に，造成によって生じた裸地に
周辺の森林からアカマツのような風散布型の種子
やヤマハゼ，サンゴジュなどの鳥散布型の種子が
持ち込まれることによって，多くの植物が生育し
ていた。草本層にはケネザサが優占し，ワラビや
ミツバアケビ，ススキなどの草本類が数多く見ら
れた。
Ｃ．アカマツ高木群落（表３）
　本群落はアカマツの優占によって特徴づけられ
る群落である。アカマツが高木層に優占するほか
コナラやヤマザクラが混生し，一部では枯死した
アカマツが立ち枯れたまま残されている（写真
10）。亜高木層にはアカマツも見られるものの，
ソヨゴが圧倒的に高い被度で優占しており，近い
将来にはアカマツが枯れた後にソヨゴ林が成立す
るものと考えられる。低木層にはソヨゴとととも
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にヒサカキが優占し，ネジキ，ヤブツバキ，ヤマ
ウルシ，コバノミツバツツジがわずかに混じる程
度であった。草本層には一部でコシダが優占する
林分も見られたが，多くはヤブコウジやアラカシ
の稚樹など，遷移の進んだアカマツ林内に出現す
る種類も見られるようになっている。林内の手入
れがなされたと思われる林分が多く見られ，こう
した林分では低木層の被覆が少ないために明るく
なった草本層にコウヤボウキ，タカノツメ，コバ
ノガマズミ，エゴノキ，ツルリンドウ，ヒメカン
スゲ，マルバアオダモなど多くの種類が生育して
いた。
　本群落は 1950年の山火事によって焼失後に生
長したアカマツが優占したことによって成立した
ものと考えられる。消失後ははげ山に近い状態と
なり，周辺から運ばれた種子から芽生えたアカマ
ツが徐々に定着していったものと考えられる。最
も古いアカマツの樹齢は 50歳を超えており，斜
面の位置によって幹の大小は認められるものの，
ほとんど樹齢には差がないものと考えられる。最
近になってマツ枯れによって，多くのアカマツが
枯れるようになっており，立ち枯れたままのアカ
マツや伐倒処理されたマツの幹が林内に多数残さ
れていた（写真11）。
　本群落は湿原の北側にあって南向きの斜面で広
い範囲を占めて分布している。瀬戸内気候下特有
の少雨に加えて，花崗岩質の乾燥しやすい地質と
太陽光線を直接受ける斜面であることから，植物
の生長は悪く，しかも土壌も形成されにくいこと
が原因となり，長期間にわたりアカマツ林が維持
されてきたものと考えられる。これに対して，湿
原南側の北向き斜面では，山火事後の早い段階で
アカマツ林からコナラ林への転換が起こってい
る。なお，遊歩道沿いのアカマツ林の林縁で希少
種であるオオヒキヨモギが生育するのが確認でき
た（写真12）。　
Ｄ．コナラ群落（表３）
　本群落はコナラが優占することで特徴づけられ
る。高木層ではわずかにアカマツやヤマザクラが
混生する。亜高木層にはソヨゴが見られるがアカ
マツ群落ほど被度は高くなく，リョウブが高い被
度で生育する。本群落は低木層や草本層に生育す
る種類がほとんど前述のアカマツ群落と共通して

いた。わずかながら違いといえば，ツブラジイが
草本層に見られたことである。ツブラジイはこの
地域の自然植生であるシイ林の優占種であること
から，今後生長してシイ林に移行するものと考え
られる。しかし現状では，シイはまだ小さく当面
はコナラ林が継続するものと予想される。
　本群落は南向き斜面のアカマツ林とは異なり北
向きの乾燥しにくい斜面であるために，多くの落
葉落枝の堆積とともに，適湿に保たれた良好な土
壌が形成されている。このため，山火事による消
失後20～30年程度が経過した早い段階でアカマ
ツ林からコナラ林に移行し，その後20～30年間に
わたってコナラ林が継続しているものと考えられ
る。
　林内には低木を伐採し，処分したことが管理記
録に残されており，湿原を管理する目的で湿原へ
の水の供給量を維持し，湿原面への日射量を確保
するために行われたものとされている。このため，
コナラ林内は比較的歩きやすい状態であったが，
管理されていない林分では多くの低木類が生育し
て歩きにくい状態となっていた。
４．湿原およびその周辺の変遷
　湿原ごとに植生の現状を調査し，現存植生図お
よび過去の植生図を作成し（図３），過去からの
植生変遷について航空写真を元に考察した結果

（資料１），1964年には湿原域が明瞭であったの
に対して，集水域の植生は 1950年に発生した山
火事後しばらくの間アカマツ低木林であったが，
アカマツ高木林へと移行し，さらにマツ枯れ後に
はコナラ群落へと移り変わってきた。このような
植生回復に伴って湿原域は縮小し幅が狭くなると
ともに，集水域の森林との境界も次第に不明瞭と
なっていた。
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【1964年】（図３，資料１）

【1985年】（図３，資料１）

【2003年】（図３，資料１）

５．保護の現状および保全に関する所見
（１）前回の提言（波田，1986）
①新空港建設にともなう地形の改変および伐採の

影響について
　a．湿原における水分の動態については，地形

改変によって集水面積の変化に伴う流量の
変化，土量の減少による貯水タンク容量の減
少，地下水脈の変化による水量の変化が考え
られる。

　ｂ．伐採による栄養条件の変化と表土流出の防

3333

湿原域 １．湿原域には周辺域からの土砂の流入により，集水域との境界が明瞭に確認できる。
２．最下流部には，現在のような堰堤はなく，砂防ダムのような石積みの構造物があったと

思われ，その上流側には土砂の堆積した部分が見られる。
３．湿原域には，集水域の谷部からの土砂が流れ込んでおり，湿原域は削られて過湿になっ

た谷部分側にも広がっていた。
４．湿原域には多量の水と土砂が流れ込んでいたものと考えられる。
５．湿原域には低木がわずかに点在する程度であった。

集水域 １．山火事後 14 年が経過した状況であり，アカマツの低木から亜高木林が広がっていたと
考えられる。

２．森林の発達状況は湿原の北側の南向きの斜面では悪く，アカマツの低木林であったのに
対して，北向き斜面では良好でありアカマツの亜高木林となり，林内にはソヨゴやヒサカ
キの常緑樹が多数生育していたと考えられる。

湿原域 １．湿原域には多くの植物で覆われている様子が読み取れる。
２．湿原域の流路が明瞭となり，水が決まった部分を流れるようになったことが読み取れる。
３．集水域の森林の発達に伴って土砂の流入が減少して，湿原域は安定した状態が継続する

ようになったものと考えられる。
４．集水域と湿原域の境界が不明瞭となっている。
５．湿原の最下流部に現在の堰堤が建築され，その後背地が池になって水位が安定したと考

えられる。
６．中流部にも防火用のため池が造成されている。

集水域 １．集水域の森林は，湿原北側に南向き斜面ではアカマツの亜高木林となっており，南側の
北向き斜面ではアカマツとコナラが混生する森林となっている様子がわかる。

２．集水域の一角に岡山市立少年自然の家が建設された。

湿原域 １．湿原域は多くの植物で覆われて，湿原域と集水域の区別がつきにくくなっている。
２．流路もほとんど見えなくなっている。
３．最下流部の池は，面積が 1985 年に比べて 1.5 倍程度に大きくなっている。

集水域 １．湿原北側の南向き斜面ではアカマツの高木林となり，所々でアカマツが枯れて，亜高木
層のソヨゴなどが見られるようになっている。

２．湿原南側の北向き斜面では，ほとんどがコナラの高木林となり，林内には常緑樹の低木
類が見られる。

３．集水域の上流部の一部分が空港への道路建設に伴い，集水域の上流部の一部がカットさ
れて，それまであった道路が付け替えられた。これによって発生した法面にはヤシャブシ
などが植栽されている。

４．集水域の一部ではそれまでの森林が伐採された跡に，クロガネモチなどの樹木が植栽さ
れている。
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止については，伐採によって土壌に蓄積され
た養分が湿原の富栄養化をもたらすこと，ま
た土砂の流入は湿原に直接的な乾燥化をも
たらす。

　以上のことを指摘した上で，次のような留意点
を挙げている。
　○伐採による影響を最小限にする方策
　・皆伐を避けて低木による被覆を残す。
　・湿原との緩衝帯を広くとり，植生による栄養

分の吸収に期待する。
　○改変への留意点
　・尾根頂端部の切り取りについて次のような提

案がなされた。
　　集水面積に変更がないこと，雨水が地下に浸

透するようにすること，他の水系に流出しな
いこと，土砂が湿原に流入しないこと，切り
取り面は低木林か草地とすること

　・尾根上の道路整備については次のような提案
がなされた。

　　雨水は可能な限り地下に浸透するように配慮
すること

　・林地の伐採については次のような提案がなさ
れた。

　　皆伐を避け，高木層，亜高木層の間伐を優先
させて，順次障害木を除去すること

②湿原中のオオミズゴケの盗採の影響について
　　昭和60年９月頃に業者による大量の盗採が

おきて，盗採された面積は湿原面積の 1/3 にも
及んだ。このために，湿原植生が破壊され，群
落の構成種が単純となるとともに，希少種も採
取されるなどの多大な影響を受ける。回復が遅
れてしまうために，侵入者の防止策が必要であ
る。

③周辺の植生に関しては，湿原の水源涵養林とし
ての機能が維持できるように適切に保護・管理
することが必要である。

（２）今回の提言
　前回の提言を受けて，その後の提言の実施状況
を検証すると同時に，今回さらに明らかになった
事実をふまえて新たに提言を行った。
①検証
　・新空港建設による集水域での森林の伐採や道
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路の付け替え工事が行われていたが，心配さ
れたような集水域の大幅な縮小や地下水脈
の変更，雨水の他水系への流出などは見られ
なかった。

　・道路は一部で透水性のものではない材質で舗
装されていたが，未舗装の部分を残すなどの
配慮がなされていた。

　・林地の伐採については高木層の樹木が大部分
残されていたが，亜高木層や低木層の樹木が
選抜的に伐採されていた。皆伐は避けられた
が，低木林化にはなっていなかった。また，
集水域で伐採された範囲は湿原の中流から
下流部にあたり，上流部や源頭部ではなかっ
た。

　・オオミズゴケは湿原の広い範囲で生育するの
が確認された。盗採前の生育範囲や生育状
態が不明であるために検証はできなかった
が，オオミズゴケは広範囲で良好に生育して
いた。しかしながら，オオミズゴケの盗採に
よって湿原植生が破壊され，群落の構成種が
単純になるとの予想は，今回の植生調査の結
果からみると当たっており，湿原の中核とな
る植物群落は構成種が単純になるなどの影
響が現れていた。

②今回の提言
ａ．湿原植生の単純化
　　波田（1986）では湿原の最も良好な部分に

見られた植物群落は，ヤチカワズスゲ群落，コ
イヌノハナヒゲ群落，イトイヌノハナヒゲ群落

（典型群，マネキシンジュガヤ群，イトイヌノ
ヒゲ群），イトイヌノヒゲ群落の４群落であっ
た。いずれの群落も群落名となった種類が優占
し，たがいにすみわけて良好な湿原を代表する
植物群落を形成していることから，藤ヶ鳴湿原
は貧栄養型の良好な湿原であることが改めて
示された。

　　ところが今回の調査では，同様の良好な部分
と思われる範囲で見られた植物群落はキセル
アザミ群落（ホタルイ群，カリマタガヤ群，ヤ
チカワズスゲ群）のみであった。キセルアザ
ミ群落には，コイヌノハナヒゲ，イトイヌノハ
ナヒゲあるいはイトイヌノヒゲも高い頻度で
生育しているが，群落としての独立性が認めら

れるほどすみわけている状況ではなかった。ま
た，ホタルイやサワギキョウといった高茎草本
類が生育する部分が認められるなど，湿原の植
物群落としては以前の状況と比較してやや富
栄養な立地に生育する群落に代わっているこ
とが明らかになった。

ｂ．単純化の原因
　　波田（1986）の指摘にあったように，オオミ

ズゴケの採取による植生の破壊は湿原植生に
多大な影響を与えたと考えられる。同様に，森
林の発達によって土壌が安定したために生じ
た土砂流出量の減少および日照量や日照時間
の制限も湿原植生が富栄養型に遷移すること
に対して大きな影響を与えたものと推測でき
る。

ｃ．湿原植生の回復への対策
　　以上のように，これまでの報告や今回の調査

での現状分析からは，湿原が今後とも存続でき
るかどうかわからず，非常に危険な状況に置か
れていることが明らかになった。このため，次
のような対策を策定しできるだけ早期に実施
することを提案したい。

　１）湿原植生の攪乱
　　　湿原植生は良好な状態が継続されるために

は，定期的に起こる外部からの力による攪乱
が必要である。外部からの力とは，集水域か
らの多量の土砂の流入や大型動物による攪
乱などである。多量の土砂の流入により，湿
原植生は新たな出来上がった過湿状態にあ
る裸地に小型の食虫植物であるモウセンゴ
ケや一年草のイヌノヒゲ類が生育範囲を拡
大していくことで拡大可能となる。また，大
型動物による攪乱は長期間堆積していた土
壌中から種子を表面に押し出す効果があり，
新たに種子が発芽可能となる生育地を提供
してくれる。

　　　藤ヶ鳴湿原では昭和25年の山火事後，はげ
山に近い状態に置かれていたために，湿原域
には度重なる土砂流入があったと考えられ
るため，湿原は良好な状態を保っていたと推
測できる。山火事後14年経過した昭和39年の
航空写真には湿原域が明瞭に確認できたが，
その後は集水域の植生が回復するにつれて，
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土砂の流入は減少していき，湿原が安定した
状態となったと考えられる。

　　　人為的に山火事を起こすことは不可能であ
ることから，湿原域での攪乱が現状では望ま
しい対策であると考えられる。岡山県自然保
護センターの湿生植物園ではイノシシによ
る定期的な攪乱がおきて，湿原植生が適正に
保たれていることが指摘されている（西本，
2001）。イノシシが定期的に訪れるようにす
ることが望ましいが，イノシシは管理するこ
とが不可能であるので，それに代わる人為的
な攪乱を起こすことが求められる。

　　　適正な攪乱とはどのようなものであるかに
ついては，ほとんど研究事例がないのが現状
である。攪乱の強度によって湿原植生の回復
の時間が異なると考えられる。適正な強度の
攪乱とはどれくらいのものなのかを，範囲を
決めて実施することによるなどの植生の回復
実験をしながら，回復過程を追跡していく必
要があるだろう。

　２）集水域の森林管理
　　　波田（1986）には，高木層や亜高木層の樹

木の伐採を行った後，低木層の発達を待って
障害となる木を取り除いて低木林化をめざ
すのが望ましいと指摘している。保全対策が
実施されていたが，実際には高木層の樹木は
多くが残されていた。特に上流域や源頭域で
はほとんど手がつけられていなかった。こう
した範囲を中心に高木層の除去を早急に行
い，低木林へ誘導する必要がある。この際，
伐りだした樹木は焼却処分するのではなく，
地球温暖化対策として，可能な限り炭化させ
て地下や水中に堆積させることが望ましい。

久々井湿原
１．調査地の概要
所在地　備前市久々井（北緯34.43度，東経134.12

度） 
標高　　４～80ｍ
面積　　面積は約0.14ha（2001年の航空写真から

読み取った面積で，上部の湿原が 0.05ha，
下部の湿原が 0.09ha）

所有者　個人

湿原の特徴
　　小さな谷地形の凹地に湿原が形成される。
　　斜面上部と下部の２ヶ所に湿原が形成され

る。
　　周辺部の植生はアカマツ林であったが，2002

年４月の山火事により焼失し，現在はササ草地
やコナラの低木林が広がっている。

２．植生
　久々井湿原は備前市総合運動公園の西側の斜面
にある湿原で，斜面上部と斜面下部の２ヶ所に小
さな湿原が分布している（写真13 と 17）。いず
れの湿原も表土の一部が削られてしみ出してきた
水が不透水層上に広がってできたものである。斜
面下部の湿原は県道沿いの車道からすぐ見える範
囲にあるもので，地主の話ではかつて無断で捨て
られた残土を処分した場所であった（写真13 と
14）。残土の処理により表土が削られて表面に現
れた粘土層上に湿原が形成されたものと推定され
た（写真15 と 16）。
　2002年４月には，山火事によって湿原の周辺で
発達していたアカマツ林が広い範囲で消失した。
同年の秋には黒こげのままの焼残木が住民らによ
り倒されて，等高線に沿って並べられた。調査時
には湿原域はしみ出した水で満たされており，集
水域はササや低木によって緑が回復してきている
状態であった（写真17）。湿原域は集水域の森林
との境界が明瞭ではないところがあり，その部分
では多年草本の優占する草地がコナラの優占する
低木林との間で湿原との移行帯を形成していた。
この湿原で植生調査を行って植生調査資料を得た

（図４）。
【湿原域の植生】
Ａ．イトイヌノハナヒゲ群落（表４，写真18）
　本群落はイトイヌノハナヒゲ，ホザキノミミカ
キグサ，ミミカキグサ，ヤマイ，カリマタガヤ，
マネキシンジュガヤによって特徴づけられる。
　本群落はイトイヌノハナヒゲなどの貧栄養な湿
原を特徴づける植物が生育することから，湿原と
しては遷移の最も初期段階のものであると考えら
れる。ホザキノミミカキグサ，ミミカキグサやモ
ウセンゴケなどは小型の食虫植物で，カリマタガ
ヤやマネキシンジュガヤなども小型の一年草であ
ることから，最も貧栄養な状況下で成立している
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湿原であると考えられる。
　本群落にはトウカイコモウセンゴケ群，チゴザ
サ群，コイヌノハナヒゲ群３つの下位単位が認め
られた。
　トウカイコモウセンゴケ群はトウカイコモウセ
ンゴケが優占することで特徴づけられ，表土の流
れやすい最も貧栄養な状態の場所に成立している
と考えられる。チゴザサ群はチゴザサが優占して
成立した群落である。またコイヌノハナヒゲ群は
多年草のコイヌノハナヒゲやイヌノハナヒゲが生
育するようになって土壌が安定した場所に成立し
ていると考えられる。
　本群落は流紋岩の粘土層を覆っていた表土が削
られて，しみ出した水がしみこまない不透水層上
に形成された湿原である。しみ出した水によって
周辺部の表土が削られて，湿原域は少しずつでは
あるが，拡大している様子であった。このまま貧
栄養で湿潤な状態が長期間継続すれば，良好な湿
原として維持されるものと考えられる。
　本群落は山火事後に，それまであった湿原が面
積を拡大したものと考えられる。これは周辺部で
発達していたアカマツ林が消失したために，使わ
れなくなった水が湿原の拡大に貢献しているもの

と考えられる。
【移行帯の植生】
　湿原域の周辺には多年生草本群落が発達してい
る。湿原に最も近く，やや湿り気のある場所には
イガクサ群落が，谷部のやや富栄養な場所にはヒ
トモトススキが優占する群落が成立している。ま
た乾燥しやすい尾根部や斜面上部にはケネザサが
優占する群落が見られた。
Ａ．イガクサ群落（表４，写真17）
　本群落はイガクサ，ノグサ，アリノトウグサ，
ワレモコウの優占によって特徴づけられる。ケネ
ザサ群落にも共通する種類が多く，ケネザサ群
落の優占種の他にイガクサなどの種類が付け加
わって成立した群落と考えられる。
　本群落はイガクサやノグサが目立つが，ケネザ
サやメリケンカルカヤ，ヒサカキやススキなどの
ように，繁茂すると乾燥化を促進するような種類
が数多く生育している。これらの植物が繁茂する
ようになると，イガクサなどは生育範囲が次第に
縮小して消滅してしまうものと予想される。
　本群落は山火事によってアカマツ林が消滅した
ために，湿原の周囲のやや湿り気のある場所にイ
ガクサ，ノグサなどの湿原にも生育する種類がケ
ネザサとともに生育することによって成立したも
のと考えられる。ケネザサなどは繁殖力が強いこ
とから，将来的にはイガクサやノグサは消滅して
いくものと考えられる。
Ｂ．ヒトモトススキ群落（表４）
　本群落はヒトモトススキの優占によって特徴づ
けられる。県南部の湿原によく見られるトライヌ
ノハナヒゲの他，イヌツゲやナンキンハゼが混生
する。イガクサ群落と同様にケネザサやメリケン
カルカヤも出現する。
　本群落は斜面下部の谷部分にヒトモトススキの
群生する場所がわずかに見られたことから，群落
として独立させたものである。ヒトモトススキは
海岸沿いのやや湿り気のある立地に生育すること
が多いことから，この湿原のある場所は総合運動
公園の建設前には，海岸線に近い場所であったと
推測でき，航空写真でも確認することができた（資
料２）。海岸線から離れた現在でも，本群落は維
持されているといえる。ところが，現状ではケネ
ザサやヒサカキ，サルトリイバラなどに覆われて
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図４．久々井湿原周辺の地形と調査地点図．
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きており，将来的には消滅するおそれがある。
Ｃ．ケネザサ群落（表４）
  本群落はケネザサ，メリケンカルカヤ，ガンピ，
コバノミツバツツジ，ヒサカキ，ススキ，サルト
リイバラによって特徴づけられる。
　本群落はアカマツ林が焼失した後に，アカマツ
林の林床に生育していたケネザサ等が生き残って
生育地を広げたことによって成立したものと考え
られる。特に，ケネザサは上部を被覆していた樹
木がなくなったことから，常緑で地下茎を伸ばし
て生育する性質を生かして，今後とも生育地を拡
大していくものと推測される。

【森林域の植生】
Ａ．コナラ群落（表４）
　本群落は低木層のコナラ，サルトリイバラ，ガ
ンピ，草本層のアカメガシワ，コナラ，ヒメムカ
シヨモギ，ヨモギ，ヒサカキ，セイタカアワダチ
ソウによって特徴づけられる。
　コナラは高さわずか３～４ｍ低木であることか
ら，アカマツ林の林内で低木であったものが焼け
残ったものであると考えられる。
　本群落は林内が明るいために，動物散布型の種
子を持ったアカメガシワやコナラの芽生えが見ら
れる他，ヒメムカシヨモギやセイタカアワダチソ
ウなどの風散布型の種子を持つ外来の植物が生育
するようになっている。
　本群落は南西向き斜面で尾根に近い場所に成立
していた。将来的にはコナラが優占する高木林へ
と遷移して，県南部に普通にみられる種構成を
持ったコナラ林となるものと予想される。
３．湿原およびその周辺の植生変遷
　久々井湿原の湿原域とその集水域の植生の変遷
を知るために，現存植生図と過去の植生図を作成
した（図５）。航空写真を元にしてこの地域の植
生の変遷について考察した結果（資料２），この
地域では 1962年には，集水域の大部分では薪炭

林として利用されていたと思われるアカマツの低
木が広がっていた。これは，地権者の方に聞き取
り調査をした結果と一致していた。地権者の話に
よると，伐りだした木はまとめて薪として売り出
し，近くの海岸から舟で運んでおり，薪は自宅の
煮炊きや風呂炊きにも利用されていた。
　その後，1965年（昭和40年）頃を境にして，薪
を利用しなくなったという話の通り，集水域の森
林では遷移がはじまっている。1970年（昭和45年）
頃には別荘地としての開発の計画があり，湿原域
を含む集水域を所有している地権者の隣接地が別
荘地として売り出すために整地されて，舗装道路
が建設された。しかし，建物は建設されないまま
現在に至っている。所有者は湿原域の集水域を含
む範囲は売らなかったと話していた通り，1985
年の航空写真には荒れたまま放置された別荘予定
地の脇で，斜面上部にある２ヶ所の湿原が明瞭に
見られた。斜面下部にはごく小さな湿原が認めら
れ，移行帯と思われる多年生草本群落が広がって
いた。
　2001年には斜面上部の２箇所の小さな湿原は
面積が縮小していた。斜面下部では移行帯部分
も周辺の森林に取り込まれる状態となっていた
が，拡幅された県道沿いには新たな湿原が見られ
るようになっており，地権者の話の通り不法に捨
てられた残土を取り除いた跡地にできたことがわ
かった。集水域の森林はアカマツの高木林となっ
ており，一部には低木層や亜高木層に広葉樹（ソ
ヨゴやコナラ）が生育する森林となっていたもの
と考えられた。その後2002年４月には山火事に
よって調査域は全焼したものと考えられ，2002年
の秋には住民による焼残木の撤去作業が実施され
ており，2004年の調査時点では目立った森林はな
く，一部で燃え残ったコナラの低木林が見られる
程度となっていた。
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針については触れられてこなかった。今回，調査
する機会を得ることができたので，調査結果をふ
まえて保護・保全の提言を行った。
　久々井湿原は 1970年代の別荘地開発の対象域
とならずに，幸いにも無傷で残された湿原である。

【1962年】　（図５，資料２）

【1985年】　（図５，資料２）

【2001年】　（図５，資料２）

４．保護の現状および保全に関する所見
　本地域の湿原については，これまで詳細な植生
調査は実施されておらず，湿原域で見られる植物
群落は集水域とともに状況が明らかにされていな
かった。このため，保護・保全に関する提言や方

4141

湿原域 １．斜面上部には２ヶ所の明瞭な湿原が確認できる。
２．斜面下部にはごく小さな湿原が４ヶ所程度認められる。
３．湿原域の周囲には移行帯と思われる植生が広がっているのが確認できる。
４．湿原域は航空写真ではやや白っぽく写っている乾燥ぎみの部分と，やや黒っぽく写って

いる常時水がしみた場所があるのがわかる。
５．下流部域では特に湿原の周囲にはイガクサやノグサにケネザサが混生する背丈の低い草

原が広がっていたと考えられる。
集水域 １．谷部分を除いて，全域でアカマツの低木林が広がっていたと考えられる。

２．裸地が２ヶ所あるのが確認できる。
３．歩道が明瞭であり，人が頻繁に歩いていたことがわかる。

湿原域 １．斜面上部の２ヶ所の湿原は維持されているが，以前と比較して湿生植物が繁茂している
状態になっていると考えられる。

２．斜面下部には３ヶ所程度の湿原もしくは，湿原と森林の移行帯の植生（イガクサなどが
生育する）と思われる部分が認められる。

３．湿原域では周囲の森林との境界が明瞭となっていることから，森林が次第に成長して，
区別がつくようになっていると考えられる。

集水域 １．集水域は全体的にアカマツの低木林が生長して，斜面上部ではアカマツの亜高木林もし
くは低木林に，斜面下部ではアカマツの高木林に遷移したと考えられる。

２．尾根筋に沿って，歩道が明瞭に残されていることから，人が頻繁に歩いていたことが推
測できる。

３．隣接する部分で，別荘地の開発が行われて，車道と宅地が整備された。ところが，宅地
は住宅が建設されないまま，低木類が生育している。

湿原域 １．斜面上部の湿原は２ヶ所とも確認できるが，以前に比べると縮小しており，湿原域は常
時水が流れている範囲に限定されている。

２．斜面下部の湿原は，道路沿いの１ヶ所を除いて，ほとんど確認できなくなっている。
３．斜面下部の湿原は，地権者の話から不法に捨てられた残土を処分した際に，表土が削ら

れてできあがったものである。粘土層がむき出しになった部分が白く写っているのが確認
できる。

集水域 １．湿原域の周辺では高茎の草本類や樹木が生育している様子がわかる。
２．斜面上部でもアカマツが高木となって，林冠を形成しており，林内にはソヨゴなどの亜

高木が生育するようになっている。
３．斜面下部ではアカマツの他にコナラなどの広葉樹が生育して，階層構造の発達した森林

となっている。
４．尾根筋にあった歩道は見られなくなり，別荘地として開発された場所には樹木などが茂っ

て，車道や敷地の境界などが識別できなくなった。
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隣接する別荘地予定地内にも，道路に囲まれてト
ライヌノハナヒゲが生育する小さな湿原があるな
ど，この地域には不透水層が広がり，水がしみ出
して集まるという条件の場所では湿原が形成され
ていると考えられる。
　2002年４月に発生した山火事によって，周辺域
を含めてアカマツの高木林が消失したことから，
縮小傾向にあった湿原が良好な状態に回復したと
考えられる。山火事発生直前の 2001年に撮影さ
れた航空写真には，集水域では高木が茂っており，
別荘予定地に造成された車道も識別できないくら
いになっていた状況が撮影されていたのに対し
て，2004年の調査時点ではこの森林はなくなり，
低木林や高茎草本が生育する草原となり，車道は
はっきりと識別できるようになっていた。
　山火事以降に撮影された航空写真を元にして湿
原の範囲を比較すれば，2001年の範囲よりは明
らかに拡大していると考えられ，集水域の森林に
よって使われていた雨水は，水を使う植物が少な
くなったためにしみ出して湿原域を拡大するのに
使われたと考えられる。
　1962年の時点では集水域は薪炭林として利用

されていたために，アカマツの低木林として維持
されており，湿原域は 2001年の段階よりも広く，
また，小規模の湿原があちらこちらに成立する状
況となっていた。このように，この地域では湿原
域の拡大縮小は，集水域の植生の状態によって影
響を受けていると考えられる。
　以上のように，山火事や定期的な間伐によって
集水域の森林が破壊されたり，消失したりして草
地や低木林に変化した場合には，湿原域にはより
多くの水量がもたらされることになり，湿原植生
が良好な状態で維持されることが明らかになっ
た。このことは，気象条件や地形・地質条件とも
関連しているため，全ての地域で湿原が成立する
とは考えにくいが，集水域の森林が低木林として
維持されることが湿原の保全条件として，必要な
ことであると考えられる。
　以上のことから，全国的にも降水量の少ない県
南部にあっても，花崗岩地帯や流紋岩などの地質
条件下では，不透水層がある場所には集水域の植
生が適切に管理されておれば，湿原が長期間にわ
たり良好な状態で維持されることを意味している
と考えられる。したがって，　本調査域を含めた
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　　　　　図５．久々井湿原の植生変遷．左から 1962年，1985年，2001年．
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備前市久々井地域には，現在を含めて過去にも湿
原が分布していた範囲では，集水域の植生を適切
に管理すれば良好な湿原が維持されるものと考え
られる。その場合にはアカマツの低木林かもしく
は高茎草本の生育する草地として管理することが
最も簡単な作業であると考えられる。特に本調査
域は，山火事によって焼失した森林が今後復活し
ないように，毎年少しずつの手入れを行うことで，
少ない労力で良好な湿原を維持することが可能に
なるものと考えられる。
　なお，今回の調査では斜面下部の車道に近い湿
原域に外来の食虫植物が生育しているのが発見さ
れた（片岡・西本，2004）。外来食虫植物はナガ
エモウセンゴケとミミカキグサの仲間の２種類で
あった。個体数を継続して調査した結果からも，
外来のモウセンゴケは在来の種類（トウカイコモ
ウセンゴケ，モウセンゴケ）と比較しても旺盛な
生育状態であり，繁殖戦略も種子だけでなく栄養
繁殖を行うことが知られている。このため，在
来種の生育地を奪ってしまうおそれが出てきてい
る。早急に除去するなどの緊急の対策が必要と
なっている。

佐山湿原
１．調査地の概要
所在地　備前市佐山（北緯34.42度，東経134.10度）
標高　　100～110ｍ
所有者　個人
湿原の特徴
　　林道に沿って道路と斜面との境界の斜面側に

湿原が形成される。
　　周辺域の植生はコナラ林とヒノキ植林が大部

分を占める。
２．植生
　佐山湿原は備前市伊部と佐山の集落を結ぶ最短
距離の山越えの林道に沿った場所にできあがった
湿原である。林道は 1962年の航空写真では人が
歩けるだけの幅しかない歩道であったが，1985
年の航空写真では舗装された車道となっていた。
佐山湿原はこの林道の建設と関係があると考えら
れ，1962年には航空写真では見分けがつきにくい
小さな湿原であったが，道路建設による地形の改
変が行われたことに伴って湿原面積が拡大したと

考えられる（資料３）。
　湿原の集水域は山頂に向かって三角形をしてお
り，この集水域には現在ではアカマツ低木林，コ
ナラ林およびヒノキ植林が発達している。航空写
真では 1962年の時点ではヒノキはすでに植えら
れているが，2004年の調査時点ではまだ４～５ｍ
程度の低木であった。植林を含めて森林の生長が
悪いのは，この場所が流紋岩という地質と瀬戸内
海気候区の降水量の少ない地域にあるためである
と考えられる。
　佐山湿原は林道の脇にできた湿原で，集水域か
らのしみ出し水によって表土が削られてできた部
分に水がたまり湿生植物が生育している（写真19
と 20）。集水域との境界からは常にしみ出し水が
あり，涸れることはない（写真21 と 22）。この湿
原では湿原域と集水域で植生調査を行って植生資
料を得た（図６）。

【湿原域の植生】
　湿原域にはカモノハシ，トウカイコモウセンゴ
ケ，アリノトウグサ，カリマタガヤ，マネキシン
ジュガヤ，スイランなどを共通に持つ植物群落が
分布しており，優占する種の違いによって４つの
植物群落に区分された。

4343

図６．佐山湿原周辺の地形と調査地点図．
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Ａ．イトイヌノハナヒゲ群落（表５，写真21）
　本群落はイトイヌノハナヒゲが優占することに
よって特徴づけられる。
　本群落は平均出現種数が 9.2 と，他の群落と比
較して最も出現種が少なくなっている。
　本群落にはトウカイコモウセンゴケ，ホザキノ
ミミカキグサ，ミミカキグサなどの食虫植物とと
もに，シロイヌノヒゲ，カリマタガヤやマネキシ
ンジュガヤなどの小型の一年草も生育することか
ら，栄養状態としては最も悪い状況下で成立して
いる湿原であると考えられる。
　本群落は流紋岩の粘土層を覆っていた表土が削
られて，集水域との境界からしみ出した水が粘土
層によりしみこまない部分で形成された湿原であ
ると考えられる。しみ出した水は少しずつ周辺部
を削っているために，流出してくる水の多少によ
り，湿原域はわずかずつ拡大・縮小を繰り返して
いると考えられる。このまま貧栄養で湿潤な状態
が長期間継続すれば，良好な湿原として維持され
るものと考えられる。
Ｂ．コイヌノハナヒゲ群落（表５）
　本群落はコイヌノハナヒゲが優占することで特
徴づけられる。
　本群落にはイトイヌノハナヒゲ群落と共通する
種類であるシロイヌノヒゲ，ホザキノミミカキグ
サなどが生育する他，後述するイヌノハナヒゲ群
落との共通種であるケネザサ，ニガナ，トダシバ
などの種類も生育する。
　貧栄養な立地を指標するシロイヌノヒゲなどの
種に加えて，トダシバやニガナのような植物も生
育していたことから，本群落は長期間の降雨がな
い場合にはやや乾燥する立地に成立していると考
えられる。乾燥した際にはトダシバなどが侵入し
て，逆に湿潤期には群落を拡大しながら群落の面
積を変化させてきたと考えられる。
　本群落も貧栄養な湿原植生と考えられるが，し
み出し水が十分確保される状況が継続すれば，ト
ダシバなどの混生した種は増加することはなく，
良好な状態が保たれると推測される。
Ｃ．イヌノハナヒゲ群落（表５）
　本群落はイヌハナヒゲが優占することによって
特徴づけられる。
　本群落は前述した２群落に共通して出現してい

たシロイヌノヒゲなどの植物が生育しておらず，
ケネザサなどの種が混生するようになった群落で
ある。
　このことから，湿原域でもやや乾燥しやすい立
地に成立する群落であると考えられる。
Ｄ．ノグサ群落（表５）
　本群落は前述のイヌノハナヒゲ群落によく似た
種類構成をしているが，イヌノハナヒゲに代わっ
てノグサやミカワシンジュガヤが優占することで
特徴づけられる。
　本群落はイヌノハナヒゲ群落よりも富栄養な場
所に分布している。しみ出してきた水が流れ下っ
て行った先で，表土が削られて腐植などが堆積し
やすくなり，やや富栄養な場所ができたことに
よって，本群落が成立したものと考えられる。

【集水域の植生】
Ａ．アカマツ群落（表５）
　本群落はアカマツの優占によって特徴づけられ
る。
　本群落はアカマツが低木層に優占するアカマツ
低木林であり，低木層にはアカマツの他にネズや
ヤマモモが混生するとともに，ヒサカキ，コバノ
ミツバツツジ，イヌツゲ，ヤマウルシなどのアカ
マツ林に普通に見られる種類が高い被度で生育し
ている。しかし，アカマツ林では普通高い被度で
優占するソヨゴは少なくなっていた。
　本群落の低木層にはケネザサが高い被度で生育
していた。特に，ソヨゴの生育しない調査区では
被度が４～５と高くなっていたため生育する植物
は少なく，ネズやサルトリイバラなどが生育する
のみであった。また，一部には植栽されたと思わ
れるクチナシが見られた。
　本群落の草本層ではコシダが被度２～４と高く
なっていた。イヌツゲもほとんどの調査区で被度
２となり，両種が草本層のかなりの部分を占めて
いた。この他にはコバノミツバツツジ，ヒサカキ，
サルトリイバラ，コナラなどの木本類とともにス
スキなどの草本類も生育していた。
　本群落は湿原域に接した場所に分布しているこ
とが多く，ワレモコウやサワヒヨドリなどの湿原
にも見られる植物が生育している。湿原域に接し
て地下水位が高いと考えられ，アカマツの生育状
態は必ずしも良好ではなく，長期間にわたって低
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木のままであると考えられる。アカマツの疎林状
態であることから，林内は明るく，ケネザサやイ
ヌツゲのやや湿った場所でも生育できる明るい場
所を好む植物が混生しているものと考えられる。
Ｂ．コナラ群落（表５）
　本群落は高木層にコナラのみが優占することで
特徴づけられる。
　亜高木層にはネズとソヨゴが，低木層にはイヌ
ツゲ，ヤダケ，コナラ，ネズ，ヒサカキなどが生
育し，サルトリイバラなどのつる植物も混生する。
　草本層にはコシダが高い被度（被度４）で密生
しており，ナツフジ，イヌツゲなどの木本類の実
生やワラビ，ツルリンドウなど草本類が生育する
が，種類数は少ない。
　本群落は湿原域から離れた斜面上部に分布して
いる。林内や隣接部ではマツ枯れによって枯死し
たアカマツが見られることから，かつて成立して
いたアカマツ林の林内で生育していたコナラが，
アカマツの枯死後に優占したことによってできあ
がったものと考えられる。
　本群落は南西向き斜面でしかも尾根に近い場所
に成立しているために，コナラをはじめとして植
物の生育は良好ではない。これまで成立していた
アカマツ林がマツ枯れによって枯死したことか
ら，今後しばらくの間コナラの優占する高木林が
継続するものと予想される。
Ｃ．ネズ群落（表５）
　本群落は高木層にネズが優占し，低木層にはヒ
サカキが優占することで特徴づけられる。
　高木層にはコナラが混生する他には亜高木層に
は生育する植物はない。低木層にはイヌツゲ，コ
ンゴウダケ，ヤダケ，ヒサカキ，コバノミツバツ
ツジ，ネズなどが生育する。また，草本層にはコ
シダが密生しているために，ワラビ，ナツフジ，
ツルリンドウなどがわずかに生育するだけであ
る。
　本群落は他の群落と同様に南西向きの日当たり
の強い斜面にあり，しかも地下部には湿り気を含
んだ粘土層がある場所に発達している。このため，
乾燥に強くて，しかも根が過湿条件下でも生育で
きる植物しか生育できないと考えられる。
　本群落はかつてアカマツが優占し，その下層に
ネズが生育する森林であったと考えられるが，マ

ツ枯れによってアカマツが枯死した後は，ネズが
優占種となって群落を形成したものと考えられ
る。
Ｄ．ヒノキ群落（表５，写真23）
　本群落は低木層にヒノキが優占することで特徴
づけられる。
　本群落はヒノキの下層の低木層にはケネザサ，
その下層の草本層にはコシダが密生するため，他
の植物はこれらの植物に被圧されて日照不足とな
るため，イヌツゲ，ヒサカキなどの耐陰性のある
植物やサルトリイバラやミヤコイバラなどのつる
植物が生育するのみである。
　本群落は，1962年の航空写真にも植栽されて間
もないヒノキの幼木が写っていることから，少な
くとも 40年は経過した植林であると考えられる。
ところが，現地で確認できたヒノキは生長が悪く，
せいぜい４～５ｍ程度にしかなっていなかった。
これはこの場所が日射の良い南西斜面で，しかも
地下部に湿り気を含んだ粘土層を持つ地質である
ことが影響しているものと考えられる。
　さらに，ヒノキの生長が悪いために，林床は明
るくなっていることから，ケネザサやコシダなど
の立地でも生育可能な植物に覆われてしまって，
他の植物が生育できない状態になっている。
３．湿原およびその周辺の植生変遷
　佐山湿原域とその集水域の植生の変遷を知るた
めに他の湿原と同様に過去の航空写真から，現在
を含めた植生図を作成して植生変遷について考察
した（図７）。
　航空写真をもとにして考察した結果（資料３），
1962年の航空写真からは，集水域の大部分では
薪炭林として利用されていたアカマツの低木が広
がっており，一部分にはヒノキの植林地が見られ
る。ヒノキの植林は地権者の方の聞き取り調査か
ら，分割して土地を手に入れてヒノキを植林した
が，生長が悪く手入れもしていない，ということ
が明らかになった。この時点では湿原域は現在の
林道が人の歩道であった当時の道に沿って，わず
かに湿原と認められる程度であった。人の踏み跡
はこれ以外にもあり，当時は頻繁に山に入ってい
たことがわかる。
　1985年の航空写真では，歩道は拡張されて舗装
された林道となっている。この林道の造成の際に，
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道路に沿った範囲でしみ出してきた水によって表
土が削られたことで湿原が形成されたと考えられ
る。湿原域が林道に沿って細長く続く幅５ｍ前後
の白く光る部分として写されている。集水域では
森林の生長が悪く，特にヒノキの植林はあまり大
きくなっていないことがわかる。これに対して，
アカマツ低木林は徐々に生長している様子がわか
る。
　2001年の航空写真では，湿原域は道路に沿って

細長く明瞭になっており，幅も広がり 10ｍ程度
になった部分も見られる。集水域ではアカマツが
枯死している様子が見られるなど，高木となった
アカマツ林がマツ枯れの影響を受けてアカマツが
枯れた後，アカマツの下層で生育していたネズや
コナラが林冠に出て優占する樹林へと移行してい
る様子がわかる。一部ではあるが常緑樹の林冠が
明瞭に撮影されている樹木が見られた。これは調
査時に確認できたクロバイと考えられる。

【1962年】　（図７，資料３）
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　　　図７．佐山湿原の植生変遷．左から 1962年，1985年，2001年．

湿原域 １．歩道沿いにわずかに湿原と思われる部分が数ヶ所認められる。
２．それぞれの湿原域の面積はごくわずかであった。

集水域 １．集水域全体はアカマツの低木林が広がっていたと考えられるが，そのうちの一部分にヒ
ノキが植栽されていた。

２．わずかの窪地が斜面の下部から上部にかけて続いており，この範囲に沿ってやや樹高の
高いアカマツが生育していたと考えられる。

３．山中の歩道が明瞭であり，人が頻繁に歩いていたことがわかる。
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【1985年】　（図７，資料３）

【2001年】　（図７，資料３）

４．保護の現状および保全に関する所見
　本地域の湿原植生については，久々井湿原と同
様にこれまで詳細な調査は実施されていないた
め，湿原域で見られる植物群落は集水域を含めて
現状が明らかにされてこなかった。今回の調査に
よって明らかになった事実を元にして，保護・保
全に関する提言や方針についてまとめた。
　佐山湿原は林道の拡幅工事により，道路と道路
脇の法面がつくられたことによって，それに続く
斜面で斜面下部への表土流出が止められたため，
しみ出してきた水が表土を削ることにより，道路
に沿って形成された細長い湿原が形成されたと考
えられる。40年前には小さな断片として見られて
いた湿原が，人工物によるダム効果によってその
後背地に拡大していったものと考えられる。
　この地域は流紋岩特有の地質的な特徴を持って

いることから，至る所に粘土層があり，表土が流
出した場所には湿原が形成されている。湿原は水
の流入と流出のバランスが取れる限りは長期間に
わたり継続されている。この時，湿原の大きさは
集水域からのしみ出し水によって決まると考えら
れる。この地域は年間降水量が少ない。このため，
大面積の湿原は形成されないが，地下に浸透した
水が不透水層に沿って流れ出た地表面では，常に
しみ出し水が得られることから小面積に湿原が多
数形成される。降水量の多い年と少ない年で湿原
面積は多少なりとも変化しているものと考えら
れ，降水量の多い年には，しみ出す水量は多くな
ることから，湿原域は森林側に拡大していくこと
が予想される。これに対して降水量が少ない年に
は，逆に湿原域が縮小しているものと考えられる。
　また，湿原域での流路が決まっていけば，常時
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湿原域 １．歩道を拡幅して新設された車道に沿って，３ヶ所に小さな湿原ができあがっていること
がわかる。

２．このうちの一ヶ所は航空写真では白っぽく写っており，水分を多く含んだ粘土層が広がっ
ていたものと考えられる。

３．湿原域では周囲の森林との境界が明瞭となり，1962 年当時に比べて森林側へ拡大してい
ることから，しみ出してきた水により表土が削られて，水分を含んだ粘土層の拡大により
湿原が広がったものと考えられる。

集水域 １．集水域では全体的にアカマツ低木林が生長して，斜面上部ではアカマツの低木林に，斜
面中部はアカマツ高木林に遷移したと考えられる。

２．ヒノキ植林は生長が悪く，写真では一本一本の木が明瞭に区別できず，林床にはケネザ
サなどの草本類が侵入して密生しており，手入れがされていない様子である。

３．集水域を横断するように踏み跡が残されているが，最近では頻繁には利用されていない
ようであった。

湿原域 １．歩道を拡幅して新設された車道に沿って，３ヶ所に小さな湿原ができあがっていること
がわかる。

２．このうちの一ヶ所は航空写真では白っぽく写っており，水分を多く含んだ粘土層が広がっ
ていたものと考えられる。

３．湿原域では周囲の森林との境界が明瞭となり，1962 年当時に比べて森林側へ拡大してい
ることから，しみ出してきた水により表土が削られて，水分を含んだ粘土層の拡大により
湿原が広がったものと考えられる。

集水域 １．集水域では全体的にアカマツ低木林が生長して，斜面上部ではアカマツの低木林に，斜
面中部はアカマツ高木林に遷移したと考えられる。

２．ヒノキ植林は生長が悪く，一本一本の木が明瞭でなく，林床にはケネザサなどの草本類
が侵入して密生しており，手入れがされていない様子である。

３．集水域を横断するように踏み跡が残されているが，頻繁には利用されていないようであっ
た。
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湿った部分と乾燥した部分ができあがってくるた
め，乾燥した部分では湿原の植物は生育できなく
なり，高茎草本類が多くなり，次第に森林へ移行
していくものと予想される。ところがこの地域は
元々降水量が少ないことから，水路が深く削られ
ることが回避されているため，湿原域には凹凸が
できにくく，長期間にわたり湿原が維持されてい
るのではないかと考えられる。
　このため，湿原を維持することを目的とするな
らば，一定量の水を流入させるような対策を立て
るのが最善となる。周辺の森林を適切に管理する
ことにより，アカマツ低木林の状態を維持するこ
とが可能であれば，それが最も望ましいと言うこ
とになる。
　さらに，この湿原域に隣接する地域でも，森林
を適切に管理してやれば，湿原が形成されると考
えられる。しみ出し水によって表土が削られて，
日当たりの良い部分ができあがれば，土壌中に長
期間にわたって眠っていたと考えられる種子から
湿原の植物が生長してくるものと考えられる。ま
た，植物体の一部を長期間維持することも可能で
ある。
　たとえばトキソウは地下茎を湿り気の多い場所
に張り巡らして，小さな葉を地表面に出して，長
期間にわたり個体を維持することが可能な植物で
ある。調査時には開花個体は確認できなかったが，
葉は多数確認できた。また，トキソウの種子は発
芽の栄養となる胚乳を持たない種子であるため，
胚のみで長期間乾燥化でも発芽能力を保持できる
ものと考えられる。発芽にはラン菌類の助けが必
要であるために，ラン菌類が良好に生育できるよ
うな湿り気のある部分が必要となってくる。この
ため，しみ出し水が得られるようになった場所で
トキソウが発芽できるようになる。逆に，乾燥が
進んで湿原が消滅する際には湿生植物は種子の状
態で休眠することになると考えられる。
　このようにこの地域全体では，これまで湿原が
拡大縮小を繰り返してきたものと考えられる。こ
れには定期的に発生した攪乱が関係している。攪
乱とは地崩れ，山火事とともに，人による森林管
理などが考えられる。定期的な攪乱がこれまでと
同様に発生していけば，この地域の湿生植物は維
持されていくものと考えられる。

　ところが現状では，人による森林管理は行われ
なくなっており，これによって維持されていたと
考えられる湿原域は，今後乾燥化が進むものと考
えられる。このため，湿原を保全するためには，
保全する湿原を特定した上で集水域の管理を行う
ことが重要となる。また，佐山湿原は久々井湿原
と同様に，道路沿いに形成された湿原であるため
に，頻繁に往来する人たちからは目につきやすい。
湿原の植物の盗掘や持ち込みなどの人的な攪乱の
圧力が強い。林道を通行する自動車の座席からは，
開花したトキソウなどが非常によく目につく高さ
に湿原があることも影響していると考えられる。
今回の調査ではトキソウは湿原域の目立たない草
むらで葉が確認されたが，花の咲いた個体が確認
されなかった。目立つ場所での個体はこれまでに
採取されてしまったものと考えられる。また，サ
ギソウもこの湿原よりも奥にある湿原では普通に
生育しているのが確認されたことから，この湿原
に生育していたものはこれまでの採取により消滅
してしまったと考えられる。
　人為的な影響として最近注目されるのが，外来
種の持ち込みである。この湿原には久々井湿原と
同様にナガエモウセンゴケが生育することが確認
されており，今回の調査でも，湿原域の広い範囲
で生育している様子が観察できた（写真24）。人
が安易に持ち込むことによって，在来種は外来種
との競争に負けてしまうおそれも考えられる。早
急に除去する対策を立てて実行に移す必要があ
る。
　このように，集水域の管理を行いながら，盗掘
や持ち込みなどの人為的な影響を最小限に抑える
ことが，この湿原を保全するための重要な点とな
る。同時に，地権者の了解と協力を得ながら，保
護・保全地域として指定することによって，湿原
を保全することへの理解と関心を高めていくこと
が重要である。
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藤ヶ鳴湿原

写真１．下流部の良好な湿原．砂防堰堤によって
できたため池に続いて安定した地下水位が
保たれる．

写真２．下流部の湿原．谷には多量の土砂が貯ま
り深くなり，表面には湿原の植物が生育す
る．また，植生のない水面には鉄分が酸化
してできた膜が油のように広がっている．

写真３．下流の池で花を咲かせたヒメタヌキモ．

写真４．下流部に近い所にある良好な湿原．キセ
ルアザミ群落が広がり，良好な状態が保た
れていることがわかる． 2004年６月４日
撮影．

写真５．写真４と同じ場所から撮影した1985年の写
真．木道の位置は変わっていない．湿原も同
じ状態に保たれていることがわかる．周辺は写
真左の２本のアカマツが大きくなり，森林はア
カマツ林からコナラ林に変わったことがわかる．

写真６．モウセンゴケが多く生育していた部分．
ここには外来種のナガエモウセンゴケも生
育していた．
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写真７．湿原中央部分にある防火用水のため池．
水面にはフトヒルムシロやヒツジグサが生
育している．

写真８．湿原源頭部に近い部分．湿原の周辺には
オオミズゴケが密生するアカマツ林が発達
している．

写真９．湿原の上流部から湿原周辺の森林を見た
写真．手前には造成された法面に植栽され
たオオバヤシャブシが生育し，遠方には湿原
の北側の南向き斜面に発達するアカマツ林．

写真10．アカマツの枯死した個体が目立つが，ア
カマツが少なくなっているため，枯れたも
のは目立たなくなっている．

写真11．アカマツ林内の様子．枯れたアカマツが
伐られたまま放置された状態で転がってい
た．

写真12．日当たりの良い園路沿いで生育していた
オオヒキヨモギ．
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久々井湿原

写真13．久々井湿原の全景．道路に沿った斜面下
部には湿原が発達していた．

写真14．斜面下部の湿原での調査風景．表土が削
られた場所には，水がたまった部分や泥が
貯まった部分があり，モウセンゴケやミミ
カキグサが生育していた．

写真15．予備調査での調査風景．調査区を設けて
モウセンゴケ類の生育状況を調べている．

写真16．ボランティア研修会での様子．講師より
湿原の生物について説明を受ける．2004年
６月４日撮影．

写真17．上流部の湿原．上部から下部を見た様子．
谷部には水のしみ出す部分があり，その周
囲に小さい湿原が発達していた．湿原周囲
もイガクサが生育する草地になっていた．

写真18．調査方形区．50cm 四方の方形区を設置
して植生調査を行った．れきが多く，生育
する植物の種類も少ない．
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佐山湿原

写真19．佐山湿原．道路の沿った斜面下部には道
路と平行に細長い湿原が発達していた．

写真20．ボランティア研修会での調査風景．左側
にある森林との境目からしみ出してくる水
で涵養される湿原．

写真21．水がしみ出してくる部分にはれきや泥が
貯まった過湿の部分があり，モウセンゴケ
やイヌノハナヒゲ類が生育し，良好な湿原
が発達している．

写真22．湿原域の植生調査ポイント．粘土分の多
い過湿の土壌上に植生が発達していた．

写真23．湿原の上部に広がる森林．植栽されたヒ
ノキは 40年以上たっていると思われるが，
生育状態は非常に悪い．

写真24．ナガエモウセンゴケ．外来のモウセンゴ
ケが在来のトウカイモウセンゴケと一緒に
生育していた．
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資料１．藤ヶ鳴湿原の変化．航空写真は上から 1964年，
1985年，2003年．
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資料２．久々井湿原の変化．航空写真は左上1962年，
右上1985年，下2001年．
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資料３．佐山湿原の変化．航空写真は左上1962年，
右上1985年，下2001年．
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